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このような経済情勢の下、当社は更なる事業の拡大を
目指し、新たな市場の開拓と新技術・新商品の開発に取
り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期の連結売上高は、619億15百
万円、連結営業利益は26億90百万円、連結経常利益は37
億15百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は28億
14百万円となりました。

また、中間配当につきましては、今後の業績の見通し
や財務状況を総合的に勘案し、１株当たり50円とするこ
とといたしました。株主の皆様には、なにとぞご理解賜り
ますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

株 主 の 皆 様 へ

当第２四半期は、国内は雇用環境の改善が続いたもの
の、輸出はアジア向けを中心に力強さを欠き、設備投資
は伸びが鈍化するなど、景気に足踏み感がみられました。
海外では、米国経済は堅調な個人消費に支えられていま
したが、製造業を中心に減速感が強まっています。中国は
緩やかに減速しているほか、欧州は低調に推移するなど、
世界経済は全体として勢いを欠いています。また、米中間
の関税引き上げによる経済制裁の応酬や、英国のEU離脱
問題、中東情勢の緊迫化など世界経済への影響について
懸念が増大しています。

第139期第２四半期の連結業績のご報告

株主の皆様には、平素より当社をご支援いただきま

して、心より厚くお礼申し上げます。

ここにノリタケグループの第139期第２四半期

（2019年４月１日から2019年９月30日まで）の経営

成績と今後の取り組みについてご報告申し上げます。

2019年12月
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中期経営計画への取り組み

当社は本年を初年度とする第11次中期経営計画を策定
し、次の４つの基本戦略に取り組んでおります。

１．競争力のある新商品・新技術開発の促進
先進・成長分野向けの新商品・新技術開発を進めると
ともに、新たな用途開拓による拡販に取り組みます。

２．海外生産拠点の増強と海外市場開拓の推進
海外生産拠点の増強と、販売拠点の新設や他社との
協業による、海外市場開拓を進め、グローバルな事業
体制を構築します。

３．国内販売体制、製造体制の再整備
グループ会社を含めた国内販売拠点を再整備し、効
率的な販売体制を構築するとともに、需要増が見込ま
れる製品については生産能力増強に取り組みます。

４．ものづくり強化活動、環境活動、安全衛生活動、働
き方改革と事業活動の一体化
ESG（環境・社会・企業統治）への取り組みを実現する
ため、ものづくり強化活動、環境活動、安全衛生活
動、働き方改革と事業活動の一体化を進めます。

株主の皆様におかれましては、こうした当社の取り組み
についてご理解をいただき、今後とも一層のご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

売 上 高 121,000 百万円

営 業 利 益 4,500 百万円

経 常 利 益 6,600 百万円
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 4,500 百万円

第139期（2020年３月期）連結業績予想

（通期予想）
121,000

56,91156,911

117,928

61,91561,915

125,802

61,96161,961

108,808

53,42153,421
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3月期

2018年
3月期

2020年
3月期

2019年
3月期

（通期予想）
6,600

3,7153,715

9,764

4,9574,957

6,992

3,1583,158
4,861

1,8461,846

2017年
3月期
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3月期

2019年
3月期
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3月期

13,432

965965

4,107 2,8142,814

（通期予想）
4,500

2,4782,478
4,0774,077

9,707

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

連結売上高　　　　　   （単位：百万円）

■ 第２四半期　 ■ 通期

連結経常利益 （単位：百万円）

■ 第２四半期　 ■ 通期

親会社株主に帰属する
当期純利益

（単位：百万円）

■ 第２四半期　 ■ 通期
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工業機材事業

売上高構成比率

48.0％ 25.9％

19.8％ 6.3％

売上高

297億23百万円

前年同期比4.4％

セラミック・マテリアル事業

売上高構成比率

売上高

160億61百万円

前年同期比7.3％

48.0％ 25.9％

19.8％ 6.3％　国内では、主要顧客である自動
車部品、鉄鋼、ベアリング及び電
子半導体業界の生産が低下し、売
上げは微減となりました。海外で
は、欧米や東南アジアで自動車及
びベアリング業界の減産や在庫調
整の影響を受けて減少しました。中国は鉄鋼分野の
生産が高水準で推移し堅調であったものの、海外全
体では減少となりました。オフセット砥石などの汎
用砥石も、国内及びアジア向けが低迷し、売上げが
減少しました。
　その結果、工業機材事業の売上高は、297億23百
万円（前年同期比４.４％減少）、営業利益は３億23百
万円（前年同期比68.９％減少）となりました。

0 20,000 40,000 60,000 80,000

2018年3月期

2019年3月期

2020年3月期
60,500
（通期予想）29,723

63,17131,080

59,40429,497

（単位：百万円）第2四半期 通期

　電子ペーストは、国内の車載
向け積層セラミックコンデンサ
用が堅調に推移しましたが、海
外はスマートフォン等の減産の
影響を受けて大きく落ち込みま
した。電子部品材料は自動車、高速通信インフラ用が
増加しました。石膏は東南アジアの衛生陶器用が増加
したほか、セラミックコアはガスタービン用が堅調に
推移しました。蛍光表示管は北米で主要顧客の在庫調
整により減少しました。厚膜回路基板と触媒担体は大
きく減少し、セラミック原料は低調に推移しました。
　その結果、セラミック・マテリアル事業の売上高は、
160億61百万円（前年同期比７.３％減少）、営業利益は
12億66百万円（前年同期比39.０％減少）となりました。

0 10,000 20,000 30,000 40,000

2018年3月期

2019年3月期

2020年3月期

（単位：百万円）

32,000 
（通期予想）16,061

34,832 17,323

31,74015,403

第2四半期 通期

電子部品材料高強度ボンド
ビトCBNホイール
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エンジニアリング事業

売上高構成比率

48.0％ 25.9％

19.8％ 6.3％
売上高

122億47百万円

前年同期比26.8％

食器事業

売上高構成比率

48.0％ 25.9％

19.8％ 6.3％
売上高

38億83百万円

前年同期比0.4％

　主力の乾燥炉及び焼成炉
は、リチウムイオン電池及び
電子部品分野で設備投資が活
発に行われたことにより売上
げは伸長しました。混合攪拌
装置は、食品・製紙業界向け
が増加しました。濾過装置は、ベアリングや工作機
械向けの落ち込みにより、売上げは減少しました。
超硬丸鋸切断機は国内向けが低調に推移したため、
売上げは減少しました。
　その結果、エンジニアリング事業の売上高は、
122億47百万円（前年同期比26.８％増加）、営業利益
は14億84百万円（前年同期比24.６％増加）となりま
した。

（単位：百万円）第2四半期 通期

0 6,000 12,000 18,000 24,000

2018年3月期

2019年3月期

2020年3月期 21,000 
（通期予想）12,247

19,3269,659

18,0187,947

ローラーハース式
雰囲気焼成炉

　国内市場は、百貨店業
界は厳しい状況が続いて
おりますが、ホテル・レ
ストラン向けが堅調に推
移したことから、売上げ
は増加しました。海外市場は、米国では主要顧客
の在庫調整の影響を受けて減少し、欧州・アジア
はエアライン向けが低迷したことに加え、スリラ
ンカでは４月に発生したテロ事件の影響を受け、
売上げは減少しました。
　その結果、食器事業の売上高は、38億83百万円

（前年同期比０.４％減少）、３億83百万円の営業損
失となりました。

0 2,500 5,000 7,500 10,000

2018年3月期

2019年3月期

2020年3月期 7,500 
（通期予想）3,883

8,4723,897

8,7654,062

4,563 （単位：百万円）第2四半期 通期

ココ フルール
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■ 第2四半期連結貸借対照表（要約） ■ 第2四半期連結損益計算書（要約）

科　目
第139期

（第2四半期）
2019年9月30日現在

第138期
（前期）

2019年3月31日現在

資産の部

流動資産 68,924 72,671

固定資産 79,146 79,101

有形固定資産 43,172 41,590

無形固定資産 1,179 1,188

投資その他の資産 34,794 36,323
資産合計 148,070 151,773

負債の部

流動負債 31,288 35,018

固定負債 8,772 9,405
負債合計 40,061 44,424

純資産の部

株主資本 96,152 93,994

資本金 15,632 15,632

資本剰余金 18,849 18,751

利益剰余金 62,884 60,800

自己株式 △1,214 △1,190

その他の包括利益累計額 8,249 9,753

その他有価証券評価差額金 10,800 12,038

為替換算調整勘定 △3,387 △3,198

退職給付に係る調整累計額 836 913

非支配株主持分 3,607 3,602
純資産合計 108,009 107,349

負債純資産合計 148,070 151,773

科　目
第139期

（第2四半期）
2019年4月 1 日から
2019年9月30日まで

第138期
（第2四半期）

2018年4月 1 日から
2018年9月30日まで

売上高 61,915 61,961

売上原価 45,833 45,052

売上総利益 16,081 16,908

販売費及び一般管理費 13,391 13,108

営業利益 2,690 3,800

営業外収益 1,231 1,294

営業外費用 207 137

経常利益 3,715 4,957

特別利益 72 206

特別損失 47 83

税金等調整前四半期純利益 3,739 5,080

法人税、住民税及び事業税 762 936

法人税等調整額 88 △38

四半期純利益 2,889 4,181

非支配株主に帰属する四半期純利益 75 103

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,814 4,077

（単位：百万円） （単位：百万円）

連結財務諸表
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（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

■ 第2四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

科　目
第139期

（第2四半期）
2019年4月 1 日から
2019年9月30日まで

第138期
（第2四半期）

2018年4月 1 日から
2018年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,446 1,016

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,702 △2,935

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,161 △3,935

現金及び現金同等物に係る換算差額 △72 △120

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △489 △5,974

現金及び現金同等物の期首残高 11,395 16,087

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,905 10,112

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

148,070151,773156,283142,157

連結総資産　　　　　   （単位：百万円）
■ 第2四半期　■ 期末

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

108,009107,349103,026
87,125

連結純資産　　　　      （単位：百万円）
■ 第2四半期　■ 期末

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

70.568.463.759.0

連結自己資本比率   （単位：％）
■ 第2四半期　■ 期末

（単位：百万円）

配当について（剰余金処分）

当第2四半期は、中間配当を１株当たり50円といたしました。
期末配当につきましては、１株当たり50円を想定しております。

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会
計基準第28号2018年２月16日）等を2019年３月
期の期首から適用しており、2019年３月期以前の
連結総資産数値については、当該会計基準等を遡
って適用した後の数値となっております。
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特 集

　ノリタケは1904年の創立から115年の歴史があります。洋食器の製造を通じて培ったやきものの技術を応用、発展させ、　　様々なセラミックスの技術と製品を生み出してきました。
今、それらは自動車、鉄鋼、電子部品から、食品、医薬に至るまで、幅広い分野で使用されています。

食器からセラミックスへ　 ノリタケの コア技術

陶磁器が
できるまで

原料調合
(組成） 混合 成形 組立て 焼成 釉

ゆう
がけ 焼成

組成

陶磁器は、長石、珪石、骨灰、
粘土などを原料として作られ
ます。それらをどのように配
合するかが、陶磁器づくりの
重要なノウハウです。

混合

ノリタケには、性状が違う様々
な原料を、偏りなく混ぜる技術
があります。均一に混合するこ
とは、製造工程での不良削減や
製品の品質保持のための不可欠
なポイントです。

成形

原料を混ぜた“素地”の固さ
や製品の種類に合わせ、ロク
ロや型で形をつくる技術。特
に型を使用すると、とても複
雑な形状をつくることができ
ます。

焼成

陶磁器は、素焼き、本焼成、
絵付け焼成など何度も焼いて
つくります。ノリタケには焼
成の段階に合わせて温度や時
間、雰囲気などを調整し、管
理する技術があります。

コア技術は
こんな製品に…

自動車部品から注射針まで
様々なものの製造工程で、材
料を削る、磨くための「研削砥
石」。加工の精度や効率などは
世界トップクラスを誇ります。

スマホをはじめとした電子機
器に搭載される電子部品の材
料として使われる「電子ペー
スト」。安定した品質がお客様
から高い評価を得ています。

発電所や航空機のタービンの
羽根を中空構造にするために
使われる「セラミックコア」。形
状や寸法の正確さは、高精度
な鋳造物の生産に貢献します。

直接印刷できない素材や曲面
への加飾を可能にする「転写
紙」。樹脂や金属など様々な
素材に対応し、イメージ通り
にデザインを再現します。

セラミックコア転写紙電子ペースト研削砥石
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　ノリタケは1904年の創立から115年の歴史があります。洋食器の製造を通じて培ったやきものの技術を応用、発展させ、　　様々なセラミックスの技術と製品を生み出してきました。
今、それらは自動車、鉄鋼、電子部品から、食品、医薬に至るまで、幅広い分野で使用されています。

食器からセラミックスへ　 ノリタケの コア技術
「ムーミン」シリーズが登場

　2019年7月、愛らしい姿で人気の「ムーミン」とのコ
ラボレーションによる食器を発売しました。トーベ・
ヤンソンの描いたキャラクターの雰囲気をそのまま生
かした大人向けのシリーズです。アイテムはマグカッ

プ、カップ＆ソーサーを
中心に9種類。コレクシ
ョンとしても、贈り物と
しても喜ばれるアイテム
です。

© Moomin Characters™

「NORITAKE CORPORATE  
 REPORT 2019」を発行

　2019年9月、「NORITAKE CORPORATE REPORT 
2019」を発行しました。これまで発行してきた「社会・
環境報告書」の内容をESG（環境・社会・企業統治）の
観点で再構成し、財務情報を加えることで、事業の概
況と今後の展開、価値創造に向
けた構想等について、まとめて
お読みいただける一冊となりま
した。
　今後、当社は、本報告書をス
テークホルダーの皆様とのコミ
ュニケーションツールとして積
極的に活用してまいります。

焼成焼成 仕上げ
（研削研磨）

絵付け
（加飾）

焼成

陶磁器は、素焼き、本焼成、
絵付け焼成など何度も焼いて
つくります。ノリタケには焼
成の段階に合わせて温度や時
間、雰囲気などを調整し、管
理する技術があります。

研削
研磨

陶磁器の糸底は、砥石で削って
滑らかに仕上げます。ノリタケ
は陶磁器製造開始から少し遅れ
て砥石の自社生産を始めまし
た。その後たゆまなく、削る・
磨く技術を培ってきました。

加飾

陶磁器に絵柄をつけるほか、
金や銀の縁取りに使用する絵
具や転写紙。ノリタケはこれ
らも社内で製造しており、混
練や印刷の技術を高めてきま
した。

発電所や航空機のタービンの
羽根を中空構造にするために
使われる「セラミックコア」。形
状や寸法の正確さは、高精度
な鋳造物の生産に貢献します。

食器の絵付け焼成から始まっ
たノリタケの「乾燥炉・焼成
炉」。正確な雰囲気調整と温度
管理ができることが特長です。
自動車や電子部品など幅広い
分野で活躍しています。

社会とともに歩み、
進化を続けます。乾燥炉・焼成炉

これからも、ノリタケは、工業
機材事業、セラミック・マテリア
ル事業、エンジニアリング事業を
通じ、時代の変化や市場のニー
ズに合わせた製品や技術を開発、
提供することを通じて、社会に
貢献します。
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会 社 概 要 株 式 の 状 況

大 株 主（上位10名）

創 立 1904年１月１日（合名会社）
設 立 1917年７月20日
資 本 金 156億3,230万4,225円
本 社 名古屋市西区則武新町三丁目１番36号
従 業 員 数 1,952名（連結5,184名）

（注） 従業員数のうち、グループ会社への出向者は
76名であります。

主な連結対象会社  Noritake Co., Inc.
日本レヂボン株式会社
株式会社ノリタケコーテッドアブレーシブ
共立マテリアル株式会社
ノリタケ伊勢電子株式会社
Noritake Lanka Porcelain (Private) Limited

（注） 上記を含む連結対象会社23社、持分法適用会社4社

発 行 可 能 株 式 総 数 39,750,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 14,842,849株
株 主 数 9,872名

株　　　主　　　名 持株数（千株） 持株比率（％）

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 1,291 8.81
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 1,041 7.11
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 791 5.40
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 569 3.89
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 564 3.85
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 株 式 会 社 520 3.56
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 384 2.62
東京海上日動火災保険株式会社 364 2.49
ノ リ タ ケ 取 引 先 持 株 会 273 1.87
GOVERNMENT OF NORWAY 255 1.75

（注） 当社は、自己株式を190,853株保有しております。また、持株比率は自己株式を
控除して計算しております。

役 員 一 覧

取締役 執行役員

代表取締役会長 小　倉　　　忠 専務執行役員 洞　口　健　一

代表取締役社長執行役員 加　藤　　　博 常務執行役員 志 手 秀 司

代表取締役副社長執行役員 小　倉　久　也 常務執行役員 永 田 　 滉

取締役専務執行役員 東 山 　 明 常務執行役員 堀 江 雅 彦

取 締 役 執 行 役 員 夫 馬 裕 子 執 行 役 員 緒　方　誠　也

社 外 取 締 役 小 森 哲 夫 執 行 役 員 寄 田 　 浩

社 外 取 締 役 友 添 雅 直 執 行 役 員 前 田 智 朗

監査役 執行役員待遇
常 勤 監 査 役 白 石 直 之 執行役員待遇 鵜 飼 直 行

常 勤 監 査 役 左 合 澄 人 執行役員待遇 市 川 賢 一

社 外 監 査 役 村 田 隆 一 執行役員待遇 中 村 吉 雅

社 外 監 査 役 猿  渡 　 　 彦 執行役員待遇 水 口 宗 成

執行役員待遇 吉 田 和 正

会社概要／株式の状況

所有者別持株比率

金融機関 47.7%（7,082千株）

個人・その他 19.2%（2,858千株）

外国法人等 17.1%（2,532千株）

その他の法人 13.9%（2,065千株）

自己株式 1.3% （190千株）

金融商品取引業者 0.8% （112千株）
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事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで

定 時 株 主 総 会 ６月
公 告 方 法 電子公告により行います。ただし、事故

その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。
電子公告の掲載アドレスは次のとおりで
す。
https://www.noritake.co.jp/koukoku/

定時株主総会の基準日 ３月31日

剰余金の配当基準日 期末配当　3月31日／中間配当　9月30日

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1　
電話　0120-232-711（通話料無料）
郵送先 〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号   
　　　 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

単 元 未 満 株 式 の
買取・買増手数料 無料

未受領配当金の支払 三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株 主 メ モ

ノリタケミュージアム収蔵品公式図録を発行

　2019年10月、オールドノリタケの図録「ノリタケミュージアム収蔵品公式図録｣を発
行しました。
　オールドノリタケは、明治期から戦前にかけて製造され、主に米国に輸出された食器
や花瓶等の装飾品です。職人による精緻で美しい絵付けや、金盛りなど手の込んだ豪華
な装飾が特徴となっています。図録には、ノリタケ食器の歴史やデザインを語る上で重
要な製品を掲載しました。
　ノリタケの森のクラフトセンターのほか、ノリタケ直営店各店でお求めいただけます。

株式に関する「マイナンバー制度」のご案内

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係
の手続きで必要となります。このため、株主様から、お取引
の証券会社等へマイナンバーをお届けいただく必要がござ
います。詳細につきましては、口座を開設されている証券会
社等にお問い合わせください。

株式に関するお問い合わせ先

株式に関する各種お手続きにつきましては、株主様の株式
の所有状況によって異なりますので、ご注意ください。

■ 当社株式を証券会社等の口座にお預けの場合

お取引の証券会社等にお問い合わせください。

■ 当社株式を証券会社等の口座にお預けでない
（特別口座に記録された）場合

三菱UFJ信託銀行株式会社（特別口座管理機関）に
お問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-232-711（通話料無料）
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